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研究成果の概要（和文）：日本で「現代思想」と呼ばれ、1960年代以来フランスを中心に展開されてきた構造主義・ポ
スト構造主義の思想潮流を、「政治」との関連で再定義した。現在、文化研究方法論や文献注釈の対象として受容され
ている「現代思想」は、我々の観点からすれば、マルクス主義（資本主義批判）・精神分析（主体の地位の再審）・哲
学（上記二契機の可能的出会いの探究）という三つの軸の交点における、「政治とはなにか」という問いへの歴史的応
答の試みと位置づけられる。また、その共通の試みが、冷戦終結とともに終わることなく、現代の政治観をなお大きく
規定し続け、制御困難なグローバル市場下の現状で再浮上していることを理論的に明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Our research succeeded to redefine Structualist and Post-structuralist currents 
of contemporary thought, (mainly developed in France since 1960s, and designated as “現代思想” in 
Japan) in relation to “Politics”. Against their actual vulgarization as a methodology in Cultural 
Studies, or an object of exegetic commentaries, we described them as various historical responses to the 
question “What is Politics”, that aroused in the conjunction of Marxism (Critic of Capitalism), 
Psychoanalysis (Re-questionning the place of Subject), and Philosophy (Research on a possible Encounter 
of two afore-mentionned moments). We have also shown that these common attempts continue to contribute to 
our reflexions on Politics, and re-emerge even more vigorously in our on-going situation under the 
uncontrollable Global Market, without coming to an end with the Cold War.

研究分野： 思想史
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１．研究開始当初の背景 
1960 年代のフランスにおいて生まれ、世界
的には「（ポスト）構造主義」や「フレンチ・
セオリー」とも呼ばれる「現代思想」は、我
が国において二つの傾向をもって受容され
ている。まず、文学や映像といった文化現象
や社会（史）的事象を扱う研究における方法
論である。フーコー、ラカン、デリダ、ドゥ
ルーズ＝ガタリといった人々の諸概念は、出
自や意味について特に説明を加えることな
く、多くの人文科学系研究において基本ター
ムとして用いられている。第二に、「現代思
想」を構成する個々の思想家については、思
想の成立と変遷をめぐる研究が思想研究の
一分野として定着している。日本人の手にな
るモノグラフィーもここ 20 年のあいだに
次々に出版されるようになった。しかし二つ
の傾向のはざまで、「現代思想」総体を一つ
の思想運動として歴史的に捉え、その今日的
な可能性を理論的に探る試みは、受容初期の
頃に比べて少なくなっていると言ってよい。 
２．研究の目的 
様々な「現代思想」を一つの思想潮流にした
全体性を、それが出現し、開花した時代の「政
治」との関係を通じて明らかにすることを目
指す。出現の背景には「冷戦」という第二次
大戦後の世界レベルにおける政治のあり方
が深くかかわっていたことはよく知られて
いる。個々の理論の内容をそうした大きな
「政治」状況と照らし合わせながら、市場経
済を前提とする自由主義でもソ連流の社会
主義でもないオルタナティブを探る努力と
して、「現代思想」の全体を問題化する。と
りわけその転換点となった 1968 年の世界的
な「反乱」を重視し、この「出来事」に対す
る思想的応答として、個々の思想家の仕事を
再検証する。そのことにより、「現代思想」
に共通する問いとしての「政治とはなにか」
を浮かび上がらせ、今日におけるその可能性
を探る。こうした探求は欧米においても盛ん
に行われはじめており、その最前線に我が国
からも合流する。 
３．研究の方法 
マルクス主義・精神分析・政治哲学という三
つの軸を立て、それぞれが「政治」とその変
容をいかに問題化してきたかを探る。 
(1)マルクス主義にかんしては、特に「階級
闘争から社会運動へ」という 68 年以降の議
会外政治の変化にどう対応したかを、それ以
前にスターリン批判を受けてマルクス主義
陣営内部で生起していた「疎外論的ヒューマ
ニズム」論争、「政治の自律性」論争などと
関連させて明らかにする。70 年代以降につい
ては、アルチュセールのイデオロギー論から
はじまった「再生産論的転回」と、ハーバー
マスの言う「新しい社会運動」の関係に焦点
を当てる。その際、マルクス主義に援用され
た「現代思想」を探ることが第一の目標とな
るが、同時に、「現代思想」のほうがマルク
ス主義から受けた影響も重視する。いわば新

しいマルクス主義として「現代思想」を読む
という視座である。たとえばフーコーやドゥ
ルーズ＝ガタリがマルクス主義をどのよう
に吸収しているかに着目する。 
(2)精神分析にかんしては、理論的にはなに
よりその「主体」概念に着目する。フロイト
の「無意識」を刷新したラカン的「主体」概
念が、階級に代表される社会的アイデンティ
ティに還元されない「主体性」を「現代思想」
全体に提供したからである。「現代思想」を
従来のマルクス主義的な基底還元論や実存
主義的な「決断」（＝決定）論から分かつ大
きなメルクマールが、固有の精神分析を超え
て受容されたラカン的な「主体」概念であっ
た。逆に、ラカン理論のほうも「現代思想」
のみならず、1968 年の「出来事」から有形無
形の影響を受けており、特にその学派形成プ
ロセスは 68 年的「政治」過程のただなかに
あったと言ってよい。こうした歴史的相互作
用に注目することで、精神分析の純粋理論に
新たな光を当てる可能性も探る。 
(3)政治哲学にかんしては、「現代思想」その
ものが、哲学一般を一つの政治哲学へと拡張
する思想運動であったという視点をもつ。第
二次大戦後のフランス哲学は、実存主義とエ
ピステモロジー（科学哲学）の影響により、
哲学の範囲を認識論や存在論といった古典
的問題設定のそとへと広げる傾向をもつよ
うになっていたが、そこに「すべては政治で
ある」とみなす 68 年の思想が加味されるこ
とにより、哲学の対象は一挙に「すべて」に
まで拡張され、同時に哲学そのものがもつ政
治性が強く意識されるようになった。その点
は最初から政治的な（＝政治実践に寄与す
る）哲学を志向していたアルチュセールのみ
ならず、フーコーやドゥルーズ＝ガタリにも
共通しており、「現代思想」を「現代思想」
として人々に認知させる大きな要因となっ
た。しかし、では個々の「現代思想」家がど
のような政治観、政治理論を内包したかとい
う点については、あまり顧みられなかったと
言ってよい。とりわけ、冷戦崩壊以降に隆盛
を極めるようになった「公共性」をめぐる政
治哲学（アーレントやハーバーマスを援用す
る）との異同については、ほとんど探られて
いない。こうした視点から「現代思想」を読
み直す。 
(4)本研究に国際的な共同研究としての実質
をもたせるべく、研究分担者がすでに有して
いる海外ネットワークを活用する。具体的に
は、本研究参加者を積極的に海外に派遣して、
資料調査や海外研究者との討論に当たらせ
るとともに、本研究と問題意識を共有する海
外研究者を招聘して、シンポジウムやワーク
ショップを開催する。 
４．研究成果 
本研究の成果として、すでに 2016 年 1 月に
18 編からなる論文集『現代思想と政治』（平
凡社、623 頁）を刊行している。 
(1)研究代表者である市田良彦の総説的論文



では、３年間にわたる延べ 25 回の研究会と 3
回の国際シンポジウムにおける議論を集約
して、次の点を明らかにした。①「現代思想」
は「政治」との関係のなかではじまったが、
思想としての受容にともない、次第にその関
係が希薄になり、代わって「社会」や「倫理」
との関係が重視されるようになった。すなわ
ち一種のメタ「社会学」、メタ「倫理学」と
して「現代思想」は生き延びてきたが、それ
とともに、固有の「政治」思想／理論として
の「現代思想」は現代の様々なリベラリズム
潮流と見分けがつかなくなっている。②「現
代思想」は特に「ポスト構造主義」以降、「政
治」の臨界点を探ろうとしてきた。デリダ派
の「政治の後退」論、ドゥルーズ＝ガタリの
「リゾーム」概念、フーコーの「統治性」論
はいずれも、「政治的なもの」が生成／消失
する瞬間ないし契機を捉えようとしている
と読むことができる。③こうした論者がいず
れも「政治」の概念を拡張したのに対し、68
年以降は「現代思想」の内部から逆に「政治」
を狭く限定しようという動きが現れた。旧ア
ルチュセール派のバディウやランシエール
である。④しかし②と③はともに政治的「主
体」を定立し直そうとしており、その際、ラ
カンやアルチュセールによる「意識的／イデ
オロギー的な主体性」への批判から出発する
という共通点を有している。 
(2)第 1 部「政治／哲学」では、まず小泉義
之がドゥルーズ＝ガタリの三共著（『アン
チ・オイディプス』、『千のプラトー』、『哲学
とはなにか』）を国家論として読もうとする。
政治を問題にする「現代思想」がその後ほぼ
完全に失ってしまう論点として、彼らの国家
論を摘出する。王寺賢太は「現代思想」にお
ける特徴的な政治論が、いずれもマキァヴェ
ッリの読解を経由して形成されたことを、ル
フォール、アルチュセール、ネグリを通して
明らかにする。佐藤淳二は「現代思想」によ
って切り捨てられたかに見える「疎外論」が、
ルソー問題として「現代思想」の深部に受け
継がれていることを確認する。上田和彦はブ
ランショに独自の共同体論＝権力論が存在
したことを、ブランショの政治的なテキスト
の読解を通して浮き彫りにする。箱田徹は 70
年代中期のフーコーの「内戦」というパラダ
イムに注目し、そこに 80 年代フーコーの統
治性論の新たな読み方を探る。布施哲は「現
代思想」が等閑視してきた「宗教」問題に注
目することで、フーコーとレオ・シュトラウ
スというこれまで比較されたことのない二
人の思想家に逆説的な近さを発見する。 
(3)第 2 部「資本／闘争」では、まず長崎浩
が日本の 68 年を題材に、「政治運動」の実際
的プロセスから「政治思想」が促されて析出
される様態を描き出す。逆に「党」と「叛乱
の大衆機関」の概念的矛盾が「運動」を規定
することになった点も指摘する。沖公祐はア
ルチュセールのイデオロギー論の影響から
はじまったマルクス主義の「再生産論的転

回」が、マルクス主義から資本主義批判の視
座を逆に奪うことになってきた点に注目し、
そうした再生産論の系譜を 18 世紀にまで遡
る。佐藤隆は一見対称的に見える交換関係の
基底に非対称的な債権債務関係を発見し、
「経済」そのものを「政治」的権力関係と捉
えてマルクス主義と「現代思想」の接合を図
る。中村勝己はイタリア・オペライズモの代
表的理論家であるトロンティの「社会的工場
論」と「政治的なものの自律性」論を辿り直
し、そこに意図せざる「現代思想」との接近
を確認する。廣瀬純はネグリの「存在論」に
旧アルチュセール派（ランシエールとバディ
ウ）とは異なる「政治」観があることを明ら
かにする。長原豊はドゥルーズ＝ガタリの
『アンチ・オイディプス』と『千のプラトー』
を現代の「資本論」として読む試みを展開す
る。 
(4)第 3 部「主体／精神分析」では、まず中
山昭彦が、今日では政治思想としての「現代
思想」を代表している観のあるアガンベンを
取り上げ、そのベンヤミン論がベンヤミンの
可能性を逆に縮減するものであることを論
じ、「現代思想」がそのまま「政治思想化」
することの難しさを改めて指摘する。佐藤嘉
幸はガタリの『アンチ・オイディプス草稿』
のなかに、ドゥルーズ＝ガタリのいわゆる
「分裂分析」がラカンの「対象 a」概念を出
発点としている点を見いだし、ドゥルーズ＝
ガタリとラカン理論の関係に新たな照明を
当てる。松本潤一郎はドゥルーズの「差異」
概念とバディウの「矛盾」概念を対照させ、
「現代思想」が「政治」から離れていく契機
になったのは、「矛盾」をヘーゲルとともに
捨てたところにあったのではないかと指摘
する。上尾真道は戦後フランスの精神医学史
のなかに精神分析を位置づけつつ、精神分析
の政治性は反精神医学であるところにでは
なく、むしろ精神分析を「純粋精神分析」と
して医学から自立させたところあったので
はないかと示唆する。立木康介は、ラカン派
における分析家育成「制度」である「パス」
が、いかに 68 年と響き合うものであったか
を跡づける。それによれば、「パス」は「制
度」であると同時に「制度」への「反乱」で
あり、ラカンによって精神分析のなかに持ち
込まれた「68 年」であった。 
(5)研究期間終了までに以下四度の国際ワー
クショップ／シンポジウムを開催すること
ができた。 
①一度目（ワークショップ）はカナダからギ
ャビン・ウォーカー（マギル大学）を招き、
本研究の第一の軸であるマルクス主義の変
容をめぐって集中的な討論を行った（2014 年
2月 1日、京都大学）。ウォーカーはマルクス
主義の理論史と「現代思想」の双方に通暁す
る若手研究者である。 
②二度目（ワークショップ）はアメリカから
クリスティーン・ロス（ニューヨーク大学）
とハリー・ハルトゥニアン（コロンビア大学）



を招き、2014 年 11 月 13、14 日に「革命・歴
史・想像力」というタイトルで行った（場所：
京都大学）。ロスはフランスの 68 年にかんす
る歴史研究の第一人者であり、ハルトゥニア
ンはアメリカにおける日本近代思想史研究
を牽引してきた研究者である。 
③三度目は 2015 年 1月 12日に京都大学で行
われた国際シンポジウム「Pourvu que ça 
dure…：政治・主体・〈現代思想〉」であり、
フランスからエティエンヌ・バリバール（パ
リ西大学名誉教授・コロンビア大学招聘教
授）と、アメリカからブルーノ・ボスティー
ルズ（コーネル大学）を招聘した。バリバー
ルは旧アルチュセール派の一人であり、「現
代思想と政治」をいわば 50 年にわたり生き
てきた哲学者である。ボスティールズは英語
圏へのバディウの紹介者であるに加え、現在
世界的に進むマルクス主義復興運動を担う
一人である。二人には本研究の代表者である
市田良彦から、シンポジウムに先立ち、本研
究の成果を踏まえた論文を送り、それに対す
る応答というかたちで発表を準備してもら
った。シンポジウムでの発表と討論そのもの
が「現代思想と政治」をめぐる現在の理論的
水準を集中的に示している。またシンポジウ
ムとは別に、バリバールの近現代思想史の著
作をめぐる研究会も氏を招いて行った（1 月
17 日、京都大学）。 
④さらに、論文集の刊行後も、3 年間の研究
を締めくくるために、四度目の国際ワークシ
ョップを開催した（2016 年 3月 19 日）。本研
究では積み残した課題となったアルチュセ
ール−フーコー関係を集中的に議論するため
に、アメリカからバーナード・ハーコート（コ
ロンビア大学）、オーストラリアからノック
ス・ピーデン（オーストラリア国立大学）を
招き、「〈権力−知〉か〈国家装置〉か−−〈68
年 5月〉後のフーコーとアルチュセール」と
いうタイトルで行った。ハーコートは 70 年
代初頭のフーコー講義録の編纂者の一人で
あり、ピーデンは 60 年代後半、パリの高等
師範学校で刊行されていた理論誌『分析手
帖』の英訳アンソロジーを編纂している。同
誌はアルチュセール派とラカン派の接点か
つ分岐点となった雑誌で、今日、多くの研究
者の注目を集めている。 
なお三度目のシンポジウムの仏語・英語原稿
は、すでに 2016 年 3 月刊の京都大学人文科
学 研 究 所 欧 文 紀 要 ZINBUN 46 号
「Contemporary Philosohy and Politics」
小特集号として刊行された。また三度目のシ
ンポジウムと四度目のワークショップの日
本語の記録は、2016 年度中に一冊の単行本と
して刊行予定であり、その際にはアルチュセ
ールとフーコーをめぐる本研究参加者の論
文も収録される。四度目の国際ワークショッ
プの翌日、3月 20 日には前記論文集『現代思
想と政治』をめぐる公開合評会も開催した。
鵜飼哲（一橋大学）、檜垣立成（大阪大学）、
森川輝一（京都大学）を講評者として招いた

合評会の記録は『週刊読書人』2016 年 4 月
22 日号に一部が記事として掲載されたほか、
その全体が電子書籍として 2016 年 9 月に刊
行予定である。 
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